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コースワーク

　修士課程を修了するためには、所要科目を履修
して30 単位以上を修得しなければならない。
2008 年度に入学した修士課程の学生において
は、原則として、機械工学特別演習I の6 単位以
外に、授業科目表における共通基盤分野から4 単
位、選択した一つの専門分野から10 単位、その他
の専門分野から6 単位の計20 単位を、取得しなけ
ればならない。
　アカデミック、ノンアカデミックのいずれに進むに
しろ必要となる内容は共通基盤とし、自分の専門
分野に加えて他分野から授業科目をとらなければ
ならないようにしている。
　なお、「機械工学特別演習I」は、各教員が課題を
与え、この研究、実験の結果を修士論文として提
出するものである。同様に、「機械工学特別演習II」
は、各指導教員が研究課題を与え、その研究結果
を博士論文として提出するものである。研究活動
に関連する指導であり、具体的には研究計画の立
案、マネジメント能力、問題解決能力などを重点的
な教育目標とするものである。
　授業科目は以下のように共通基盤と専門分野に
分けられている。専門分野は5 領域に分類されて
おり、専門分野以外もとらなければならないように
している。
　2007 年度以降の入学者（修士課程）について
は、履修計画表に必要事項を記載し、指導教員の
署名・捺印を受ける必要がある。
　博士課程の学生については工学系研究科規則
によって、20 単位以上を修得しなければならな
い。

　大学院学則で、博士前期課程30 単位以上が必要であると定められている。博士後期
課程の必要単位数について定めはないが、必修科目（機械システム工学講究Ⅲ～Ⅴ）が
設定されている。
　2001 年、大学院重点化に伴い、教育カリキュラムの改定を行った。機械工学分野を3 
コース（（1）生産科学コース、（2）設計工学コース、（3）エネルギー工学コース）に分けて
教育すべき内容を設定している。コース毎に共通して必要な授業科目をコア科目（8 科
目）として指定している。それ以外に専攻で開設されている38 科目を専門科目としてい
る。学生は自分の所属するコースに応じて
� 自分のコースのコア科目から4 科目8 単位以上、
� それ以外のコア科目および専門科目の必修と選択科目から16 単位以上
� 工学研究科共通科目の必修を含めて4 単位以上、
� 自専攻の開設科目、他専攻の開設科目（特別講義を除く）、前述以外の共通科目
から34 単位以上を取得する。
　2008 年度に授業時間割表の改定を行い、講義をできるだけ午前中に集め、午後は研
究指導が受けられるように設計している。また開設講義を前期、後期に分散させ、受講学
生数が特定時期に過剰に授業科目を履修することのないようにしている。
　なお機械システム工学専攻では大講座制をとっており、各講座と教育科目が以下のよ
うに対応している。
　履修登録はオンラインシステムで学生が直接登録するため、指導教員による履修指導
は行われていない。以前は「紙媒体」で指導教員による捺印が必要であったが、システム
化により不要となったためである。広島大学工学研究科の大学院カリキュラムの特徴とし
て、教育プログラムの国際化を積極的に進めていることが挙げられる。
　具体的には、博士前期課程では、全講義の英語化（当面は講義資料の英文化に着
手）、海外インターンシップ、海外共同研究、4-D 型プログラム(4Ｄ型の「Ｄ」はDouble を
意味しており、特徴のある海外協定校と密接に連携し、学生を相互に派遣して両校の教
員が研究指導を実施することにより、指導教員のダブル化、教育場所のダブル化、派遣
のダブル化、および交流方向のダブル化の4 つの「Ｄ」を実現する)を推進している。博士
後期課程では留学生向けに「技術移転がわかる留学生プログラム」を推進している。

　大学院のコースワークから42 単位(credits)以
上が必要であり、少なくとも18 単位(credits)は
UMCP のコースワークでなければならない。つ
まり、他の認定された大学の大学院コースワー
クの24 単位(credits)までは、アドバイザーと大
学院Committee の許可のもとで含めることがで
きる。すべての単位(credits)は600 レベル以上
から得たものでなければならない。また。数学か
ら6 単位(credits)取得する必要がある。

　入学直後の学生は、まず1 つの主専攻
（Major）と2 つの副専攻（Minors）を決定する。
　36 単位(units)以上の履修が必要であるが、必
修科目と定められている科目はない。ただし、コ
ア科目の3～4 科目は履修が強く推奨されてい
る。選択必修科目は、主専攻分野、副専攻分野
（2 分野）より選択となる。主専攻の場合には6 
科目、副専攻の場合には3 科目を履修すること
が推奨されている。
　なお、主専攻分野は、以下に挙げた分野から
選択する。
� Bioengineering
� Combustion
� Controls
� Design
� Dynamics
� Fluid Mechanics
� Heat Transfer
� Manufacturing
� Materials
� MEMS
� Ocean Engineering
� Solid Mechanics
� Continuum Mechanics
　TA（GSI：Graduate Student Instructor）を勤め
るには、教授法の授業(ME301)履修が前提と
なっているため、事実上必修である。

ＲＡ／ＴＡ

　RA(GRA)、TA(GTA)制度がある。GTA を希望
する外国人学生は、英語要件として、Maryland 
English Institute (MEI)によるevaluation program 
へ参加した後でなければ、GTA が認められな

GSI(TA)については、在籍中に1 学期行うことが
義務づけられている。GPA3.1 以上の場合に推
薦される。

Preliminary Examination

　年2 回、学期はじめに実施される筆記試験で
ある。全体の成績がGPA3.3 以上の学生のみ受
験できる。9 分野から主専攻を含む3 分野に合
格する必要がある。不合格の場合、再試験は1 
度のみ可能である。

Qualifying Examination

　テーマは、試験委員会が指定するもので、受
験者のリサーチワークとは異なる分野である。
どの分野に進むにも必要となる研究テーマ
（Research Agenda）を見つけられる能力を身に
つけさせることをねらっている。
　指定されたテーマ（学生には10 日前に通知さ
れる）に関する文献学習を行い、指定された
フォーマットでのサマリーを口述試験の3 日前ま
でに提出する必要がある。口述試験では15 分
間のプレゼンテーションの後、質問（テーマに直
接関係ない場合もあり）が行われる。

　口頭試験。主専攻4 科目、副専攻各2 科目を
指定の成績以上で修了後に受験可能。
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